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報広
豊かな自然と歴史のこころがつくる活力のあるまち

20
歳
に
な
り
ま
し
た



３　広報そえだ（平成 31年２月号） 広報そえだ（平成 31年２月号）　２

①新成人を代表して挨拶した藤井さん　②結婚・就
職・進学、それぞれ道は違っても、ずっと大切な仲
間　③式典中の表情も真剣そのもの　④華やかな晴
れ着姿で記念撮影　⑤今の時代はスマホで思い出を
残します　⑥中学時代の恩師、山中江利子先生　⑦
大人への第一歩を踏み出した小学生ドッジボールク
ラブ添田フレンズのOB、OGの皆さん　⑧色とりど
りの晴れ着姿の新成人が式典会場を彩りました　⑨
いくつになっても仲良しの落合小の卒業生

❼

❻

❹

❾

❺

❽

❸

二十歳の抱負を聞きました
2019 新成人にインタビュー

　晴れて大人の仲間入りをは
た

した新成人の皆さんにこれか
ら

の抱負を聞いてみました。

　１月13日、新成人 111 人を対象に第52回添田町成人式がオー
クホールで行われました。式典には、晴れ着に身を包んだ76人
が出席。再会を喜び合いながら大人への一歩を踏み出しました。

新しい門出を祝う
二十歳　の集い

第52回添田町成人式

はたち

平
成
最
後
と
な
る
添
田
町
成
人

式
が
１
月
13
日
、
オ
ー
ク
ホ

ー
ル
で
行
わ
れ
、
華
や
か
な
振
り
袖

や
真
新
し
い
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ

新
成
人
76
人
が
集
い
、
旧
友
や
恩
師

と
の
再
会
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
寺
西
町
長
が
「
今
後
、

岐
路
に
立
っ
た
時
、〝
ボ
ー
っ
と
生
き

る
〞の
で
は
な
く
、熟
慮
し
て
、
決
断
、

行
動
を
起
こ
す
勇
気
が
必
要
で
す
。

自
分
の
可
能
性
を
信
じ
、
積
極
的
に

挑
戦
し
、
努
力
を
重
ね
れ
ば
、
皆
さ

ん
の
人
生
は
輝
か
し
い
も
の
に
な
る

と
確
信
し
て
い
ま
す
」
と
期
待
を
込

め
て
激
励
。
ま
た
、
祝
福
に
か
け
つ

け
た
中
学
時
代
の
恩
師
や
来
賓
な
ど

か
ら
も
温
か
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
送
ら

れ
る
と
、
新
成
人
た
ち
は
耳
を
傾
け

て
、
静
か
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

式
典
の
後
半
で
は
、
中
学
時
代
の
懐

か
し
い
写
真
が
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し

出
さ
れ
、
当
時
を
思
い
出
し
て
、
会

場
は
笑
い
の
渦
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
新
成
人
を
代
表
し
て
藤

井
玲
希
さ
ん
（
岩
瀬
）
が
謝
辞
を
述

べ
「
今
日
の
感
動
を
生
涯
忘
れ
る
こ

と
な
く
心
に
刻
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大

き
な
夢
に
向
か
っ
て
前
進
し
て
い
き

た
い
」
と
力
強
く
宣
誓
し
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
、
恩
師
や
友
人
た
ち

と
近
況
報
告
や
思
い
出
話
を
し
て
盛

り
上
が
っ
た
り
、
写
真
を
撮
り
合
っ

た
り
し
て
旧
交
を
温
め
合
い
ま
し
た
。

「毎日、
笑顔で働く」

　廣瀬礼奈

「国家試験
　　 合格!!」
　大和佳乃

 「挑戦」

 原田将樹
「幼稚園の
先生頑張る！」

　田中美優

「忍耐力 !!」

　福島良太

「全力で!!!」

　 鬼丸大輝

❺
❶

❷



【さようなら添田線】
↑香春駅から田川市、大任町を通り、添
田駅に至る旧国鉄添田線。炭鉱閉山など
で、乗降客や貨物輸送が低下、赤字が長
く続いたことから廃線対象に。昭和60年
３月31日、添田駅でさようなら添田線廃
線記念式典が行われました。

国
と
地
域
を
支
え
、

延
び
て
い
っ
た
鉄
路

　

日
本
の
近
代
産
業
化
を
支
え
た

筑
豊
の
石
炭
。
鉄
道
は
、
黒
ダ
イ

ヤ
と
呼
ば
れ
た
石
炭
を
確
実
に
、

早
く
輸
送
す
る
た
め
、
張
り
巡
ら

さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
の
日
田
彦
山
線
で
は
、
明

治
29
年
に
当
時
の
豊
州
鉄
道
に
よ

っ
て
田
川
伊
田
駅
か
ら
田
川
後
藤

寺
駅
間
が
開
通
。
明
治
32
年
に
は

豊
前
川
崎
駅
ま
で
延
び
ま
し
た
。

　

町
内
で
は
、
明
治
36
年
に
九
州

鉄
道
が
豊
前
川
崎
駅
か
ら
西
添
田

駅
ま
で
を
開
通
。
当
時
は
、
西
添

田
駅
が
添
田
駅
と
呼
ば
れ
て
い
ま

し
た
。
明
治
40
年
、
九
州
鉄
道
が

国
有
化
さ
れ
、
大
正
４
年
に
は
私

鉄
小
倉
鉄
道
が
小
倉
か
ら
香
春
町
、

田
川
市
、
大
任
町
を
経
由
し
、
添

田
駅
（
当
時
の
上
添
田
駅
）
ま
で

を
開
通
し
ま
し
た
。

　

国
鉄
は
、
昭
和
17
年
に
、
西
添

田
駅
と
添
田
駅
を
結
ぶ
と
、
さ
ら

に
彦
山
駅
ま
で
延
伸
。
昭
和
18
年
、

国
鉄
に
よ
っ
て
小
倉
鉄
道
が
買
収

さ
れ
、同
社
保
有
の
東
小
倉
駅（
当

時
）
か
ら
添
田
駅
は
国
鉄
添
田
線

と
な
り
、
添
田
駅
は
添
田
線
の
終

着
駅
で
あ
る
と
同
時
に
、
日
田
彦

山
線（
当
時
は
田
川
線
）の
線
路
も

通
る
駅
と
し
て
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

昭
和
12
年
に
着
工
し
、
戦
時
中

は
工
事
を
中
断
、
戦
後
に
再
着
工

し
て
昭
和
31
年
、
難
工
事
の
末
に

全
長
４
３
７
８
ｍ
の
釈
迦
岳
ト
ン

ネ
ル
が
開
通
。
彦
山
駅
と
大
行
司

駅
間
が
つ
な
が
り
、
こ
れ
ま
で
別

々
に
存
在
し
て
い
た
北
か
ら
の
路

線
と
南
か
ら
の
路
線
が
一
つ
と
な

り
、
日

※

田
線
と
命
名
さ
れ
、
こ
の

年
の
彦
山
駅
の
利
用
客
は
18
万
人

を
超
え
ま
し
た
。

　

昭
和
25
年
ご
ろ
を
境
に
石
炭
か

ら
石
油
へ
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
が

起
き
、
炭
鉱
は
次
々
に
閉
山
。
か

つ
て
、
国
策
と
し
て
多
く
の
黒
ダ

イ
ヤ
を
運
び
、
地
域
経
済
を
支
え

続
け
た
鉄
道
は
、
貨
物
輸
送
と
し

て
は
役
目
を
終
え
ま
し
た
が
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
生
活
の
た
め
の
足

と
し
て
、
ま
た
英
彦
山
観
光
の
重

要
な
交
通
手
段
と
し
て
、
人
々
を

乗
せ
走
り
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
昭
和
60
年
に
添
田
線

が
廃
線
と
な
り
、
日
田
彦
山
線
も

平
成
29
年
７
月
か
ら
添
田
駅
か
ら

夜
明
駅
ま
で
の
区
間
で
不
通
が
続

く
な
ど
、
か
つ
て
な
い
苦
境
に
立

た
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
々
を
乗
せ
て
、

走
り
続
け
る
列
車
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未
来
へ
つ
な
ぐ
地
域
の
線
路

　

人
を
つ
な
ぎ
、
地
域
を
支
え
、
日
々
、
故
郷
を
走
っ
て
き
た
日

田
彦
山
線
。
し
か
し
、
平
成
29
年
の
九
州
北
部
豪
雨
に
よ
り
添
田

駅
か
ら
夜
明
駅
間
が
不
通
と
な
り
、
い
ま
だ
復
旧
の
め
ど
は
立
っ

て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
、
か
け
が
え
の
な
い
線
路
を
わ
た
し
た
ち
は
、

未
来
へ
つ
な
い
で
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
し
ょ
う
か
。

◉
特
集

日田
光岡

夜明
今山

大鶴
宝珠山

大行司
筑前岩屋

釈迦岳トンネル
（4,378ｍ）

彦山

豊前桝田

歓遊舎ひこさん添田

西添田
池尻

豊前川崎

田川後藤寺 田川伊田

一本松
香春

採銅所

呼野
石原町

志井
志井公園 石田

城野
西小倉 小倉
南小倉城野駅から夜明駅まで

68.7 ㎞の鉄道路線

↑昭和40年ごろに撮影された添田駅 ↑昭和14 年、添田駅での入隊出発風景 ↑大正11年ごろに撮影された添田駅の風景

※駅名については、原則として現在の駅名を表記しています

地
域
を
支
え
、
日
々
、
故
郷
を
走
っ
て
き
た
日

豊前

田川後

※ 地元の添田町が彦山線となるよう国鉄に陳情し、昭和35年に現在の名称「日田彦山線」となりました

◉
◉
◉
◉

◉

◉
は
添
田
町
内
の
駅

不
通
区
間

　日田彦山線は北九州市小倉南区の城
野駅から香春町、田川市、川崎町、添
田町、東峰村を通り、大分県日田市の
夜明駅に至るＪＲ九州の鉄道路線です。
68.7㎞の路線距離に24駅があり、添田
町には 5つの駅があります。

※駅名については 原則として現在の駅名を表記しています

 

年
譜
（
豊
州
鉄
道
〜
九
州
鉄
道
〜
小
倉
鉄
道
〜
国
鉄
〜
Ｊ
Ｒ
九
州
）

 

明
治
29
年
２
月

田
川
伊
田
駅
〜
田
川
後
藤
寺
駅
間
が
開
通

 

明
治
32
年
７
月

田
川
後
藤
寺
駅
〜
豊
前
川
崎
駅
間
が
開
通

 

明
治
36
年
12
月

豊
前
川
崎
駅
〜
西
添
田
駅
間
が
開
通

 

大
正
４
年
４
月

東
小
倉
駅
（
当
時
）
〜
添
田
駅
間
が
開
通

 

昭
和
12
年
８
月

夜
明
駅
〜
宝
珠
山
駅
間
が
開
通

 

昭
和
17
年
８
月

西
添
田
駅
〜
彦
山
駅
間
が
開
通

 

昭
和
21
年
９
月

大
行
司
駅
〜
夜
明
駅
間
が
開
通

 

昭
和
31
年
３
月

彦
山
駅
〜
大
行
司
駅
間
が
開
通

※
釈
迦
岳
ト
ン
ネ
ル
が
開
通

 

昭
和
31
年
11
月

城
野
駅
〜
石
田
駅
間
が
開
通
、
日
田
線
と
命
名
さ
れ

る
。
彦
山
駅
の
利
用
客
は
年
間
18
万
人
に

 

昭
和
32
年
10
月

香
春
駅
〜
田
川
伊
田
駅
間
が
開
通

 

昭
和
35
年
４
月

路
線
名
が
日
田
彦
山
線
と
な
り
、
香
春
駅
〜
添
田

間
駅
は
添
田
線
と
な
る

 

昭
和
60
年
４
月

添
田
線
が
廃
線
と
な
る

 

平
成
20
年
３
月

歓
遊
舎
ひ
こ
さ
ん
駅
を
新
設

 

平
成
29
年
７
月

九
州
北
部
豪
雨
に
よ
り
添
田
駅
〜
夜
明
駅
間
が
不

通
に



７　広報そえだ（平成 31年２月号）

ＳＬ人吉の客車が日田彦山線を走る
日田彦山線活性化推進沿線自治体連絡会／ＪＲ九州

　日田彦山線の利用促進と沿線地域の活性化を目的に活動して
いる「日田彦山線活性化推進沿線自治体連絡会」では、ＪＲ九州
とタイアップし、ＳＬ人吉の客車を臨時運行します。
◉とき　２月９日土　添田駅　12時11分着／15時57分発
※乗車は事前に申し込みをした人しかできません
問 役場まちづくり課施策推進係（☎82-1236）

　

ま
だ
記
憶
に
新
し
い
平
成
29
年
７

月
の
九
州
北
部
豪
雨
。
町
に
甚
大
な

爪
痕
を
残
し
た
集
中
豪
雨
は
、
日
田

彦
山
線
に
も
容
赦
な
く
牙
を
む
き
ま

し
た
。
流
木
に
よ
っ
て
川
に
架
か
る

橋
は
損
傷
を
受
け
、
ト
ン
ネ
ル
や
線

路
へ
土
砂
が
流
入
す
る
な
ど
被
害
の

あ
っ
た
場
所
は
、
Ｊ
Ｒ
の
発
表
に
よ

る
と
63
か
所
。
そ
の
う
ち
、
橋
が
５

か
所
に
の
ぼ
り
、
そ
の
日
か
ら
添
田

駅
と
夜
明
駅
の
間
は
運
休
と
な
り
、

現
在
は
バ
ス
に
よ
る
代
替
運
行
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
は
、
東
峰
村
と
日
田
市
、
福
岡

県
、
大
分
県
と
と
も
に
全
線
復
旧
に

向
け
た
協
議
を
Ｊ
Ｒ
と
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
を
は
じ
め
、
鉄
道

会
社
を
管
轄
す
る
国
土
交
通
省
な
ど

に
要
望
書
や
要
請
書
を
提
出
し
、
早

期
の
全
線
復
旧
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

当
初
、
70
億
円
と
見
積
も
ら
れ
た

復
旧
費
用
で
す
が
、
今
現
在
は
、
56

億
円
ま
で
低
減
。
し
か
し
、
高
額
で

あ
り
、
Ｊ
Ｒ
は
赤
字
路
線
で
あ
る
こ

と
を
理
由
に
運
行
経
費
の
負
担
を
自

治
体
に
求
め
て
き
て
い
ま
す
。

　

少
子
化
に
よ
る
通
学
生
の
減
少
や

自
家
用
車
の
普
及
な
ど
日
田
彦
山
線

を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
ま
す

ば
か
り
で
す
。
町
は
沿
線
の
自
治
体

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
観
光
列
車

を
走
ら
せ
た
り
、
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

し
た
り
と
利
用
客
数
の
増
加
を
図
り

ま
す
。
し
か
し
、
全
線
復
旧
に
向
け

て
一
番
の
特
効
薬
は
、
や
は
り
皆
さ

ん
が
日
田
彦
山
線
に
乗
る
こ
と
で
す
。

皆
さ
ん
に
一
回
で
も
乗
っ
て
も
ら
う

こ
と
が
、
わ
た
し
た
ち
の
日
田
彦
山

線
を
未
来
に
つ
な
げ
て
い
く
近
道
に

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

【九州北部豪雨発生】
　平成29年７月５日に発生した九州
北部豪雨。日田彦山線では13時ごろ
から添田駅から夜明駅の区間で運転
見合わせ。川に架かる橋の橋脚傾斜
や流木による橋げたの損傷、トンネ
ル内や線路への土砂流入、盛土や軌
道が流出するなど多数の被害が確認
されました

↑流木に覆われた彦山川踏切そばにある鉄橋 ↑桝田地区の橋も流木の被害に遭いました

学生や高齢者のため早い復旧を

　　国立北九州工業
　　高等専門学校　２年　川畑　廉人さん

全
線
復
旧
へ
向
け
て

乗
っ
て
、
未
来
に
残
そ
う

INTERVIEW

　昨年12月26日、東峰村議会と添田町
議会、日田市議会が早期復旧に関する
要望書をＪＲに提出。添田町議会を代
表し合戸精一副議長㊧が手渡しました。

 平成29年７月５日　九州北部豪雨発生。13時ごろ
 　　　　　　　　   から運転を見合わせ 

 平成29年７月26日　日田彦山線活性化推進沿線自治
　　　　　　　　　 体連絡会がＪＲに要望書を提出

 平成29年８月16日　ＪＲ代行輸送のバス運行開始

 平成29年10月25日　ＪＲが町に被害状況を説明。
　　　　　　　　　 復旧費が70億円になる

 平成29年11月６日　田川地区広域政策協議会がＪ
　　　　　             Ｒに要望書を提出

NTIN

【復旧に向けて】
　鉄道での全線復旧に向け、未来へ日田彦
山線を残すため、多くの皆さんの支援を受
けながら、ＪＲとの協議が続いています。

 平成30年３月４日　行政区長会が4,830人分の添田
　　　　　　　　　 町民の署名をＪＲに提出

 平成30年４月４日　第１回日田彦山線復旧会議
                            （福岡市）

 平成30年６月４日　国土交通省九州地方整備局へ
　　　　　　　　    要望書を提出

 平成30年８月31日　緊急要請書をＪＲに提出

 平成30年10月17日　ＪＲに対し指導を求める要望
　　　　　　　　    書を国土交通大臣に提出

 平成30年10月25日　第２回日田彦山線復旧会議
                            （大分県別府市）

 平成30年12月26日　東峰村議会、添田町議会、日田
　　　　　　　　　 市議会が要望書をＪＲに提出

豪
雨
が
襲
っ
た

地
域
の
大
切
な
鉄
道

↓昨年の運動会で園児と保護者が線路をつなぐ競技を
　するなど日田彦山線を応援するくるみ保育園

←
１
月
28
日
開
催
の
子
ど
も
議
会
で
、
落
合
小
児
童
が
日

　

田
彦
山
線
の
復
旧
に
つ
い
て
質
問（
詳
細
は
３
月
号
）↑１月11日、ＪＲの女性社員が企画し、ひかり保育園

　児が描いた列車や天狗の絵が添田駅に飾られました

　落合の自宅から桝田駅まで自転車、そこから代替バスで添田駅に、
そして日田彦山線で北九州市内まで通学しています。代替バスから
列車への乗り換えなどで片道30分ほど、往復で１時間ほど時間を取
られます。毎日 1時間あれば勉強などに時間を有効に使うことがで
きます。現在は、添田駅まで送ってもらっている友人が多いですが、
復旧すれば彦山駅や桝田駅などから列車通学をすると思います。免
許を持たない学生や高齢者のためにも早く復旧してほしいです。

　平成29年７月５日に発生した九州北部豪雨は、日田彦
山線を襲い、川に架かる鉄橋などが多くの被害を受け、
添田駅から夜明駅までの区間で代替バスでの運行となっ
ています。町は東峰村と日田市、福岡県、大分県ととも
に全線を復旧し、大切な鉄路を未来へ残すために、ＪＲと
協議を行っています。

鉄道での全線復旧のために私たちが出来ること

未来へ残すために

　私が生まれるころ、約70年前に父が彦山駅前に食堂の駒どりを開店
して以来、ずっと生活に彦山駅がありました。私自身も高校から予備
校、大学までの合計８年間、彦山駅から田川や小倉、福岡に通学。
当時は列車に乗っている人も多かったです。不通から１年半、駅
に列車が来ないのは気分が落ち込み寂しく感じます。地域住民
の生活を支えてきたのが日田彦山線。そして、英彦山観光の玄
関口が彦山駅ではないでしょうか。私たち地元住民は、駅の清
掃や管理をしながら、１日も早い復旧を待ち望んでいます。

INTERVIEW
彦山駅前で食堂を営む
落合観光協会会長　　　早戸　秀喜 さん

今も駅をきれいにし、列車を待つ

↑桜と菜の花の中、桝田駅に入る列車（平成25年
　３月、桝田駅前にて撮影）

↑満開の桜のもと彦山駅構内に入る列車（平成25  
　年３月、彦山駅前にて撮影）

食堂の駒どり
自身も高校か
倉、福岡に通
から１年半、
す。地域住民
彦山観光の玄
民は、駅の清
でいます。

戸　秀喜

、列車を

を開店
から予備
通学。
駅
民
玄
清

喜 さん

を待つ
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まちからのお知らせ＆情報

70歳以上の人が対象です

外来の医療費に
年間の限度額が設けられます

　今年度から、70歳以上の人の外来の医療費に、年
間の限度額が設けられ、新たに医療費の一部をお返
しできるようになりました。

【対象】　70歳以上で、基準日に高額療養費の自己負
担限度額が「一般」または「市町村民税非課税世帯」に
属している人（医療費の負担割合が３割負担ではない人）
※月毎の高額療養費が支給される場合は、差し引いた金額で
計算されます。

【年間上限額】　14万４千円
【計算期間】　平成29年８月１日～平成30年７月31日
【基準日】　平成30年７月31日
【申請先】　基準日に加入している健康保険元
※添田町の国民健康保険加入者で、国民健康保険期間のみで
年間14万４千円を超える人には、役場保険年金係から申請書
を送付します。

※計算期間内に一部社会保険期間がある人で14万

４千円を超える人は、申請に保険元から出された

自己負担額証明が必要です。

※後期高齢者医療の人は、後期高齢者

医療広域連合から通知が届きます。高

額療養費の振込口座が登録済みの場

合申請手続きは不要です。

問 役場住民課保険年金係
　 （☎ 82-5966）

　４月から小学校に入学するひとり親家庭
等医療制度に該当するお子さんは、子ども
医療証からの切り替えの手続きが必要です。
【必要な手続き】　対象者となる小学校新１
年生（生活保護世帯を除く）に認定申請書を送付し
ますので、忘れずに手続きをしてください。申請受
け付け後、３月末に医療証を送付します。
◉受付期限　３月８日金
◉受付場所　役場保健福祉環境課子育て支援係
◉必要なもの　印鑑、お子さんの保険証、申請書

問 役場保健福祉環境課子育て支援係（☎ 82-1232)

４月から小学生のお子さんは
「ひとり親家庭等医療証」の手続きを

津野の春を満喫しませんか

油木ダム桜ウォーキング大会

【集合場所】津野小学校グラウンド【定員】先着500人
【コース】６キロ、15キロ
【参加費】大人 2,000円、中学生以下1,000円
※記念品・昼食代・保険代を含む。
※参加費は、返金できませんのでご了承ください。
また、別途振込料金がかかります。

※小学生以下は保護者が同伴してください。

【申込期限】２月28日木必着
　大会リーフレットに添付している郵便振替払込
取扱票に必要事項を記入し、参加費を添えて郵便
局で申し込んでください。２人以上でお申込みの
場合は、代表者名を記入し、人数分の参加費を添
えて申し込み、他参加者の氏名・住所などは郵送
かFAXで役場まちづくり課まで連絡ください。

■ 地元物産を販売します
　ウォーキング大会に
参加しない人にも楽し
んでもらえるよう、今
年も地元物産販売など
を行います。

◉問い合わせ・連絡先
〒 824-0691
  福岡県田川郡添田町大字添田 2151
  添田町役場まちづくり課施策推進係
 （☎ 82-1236 ／ FAX 82-2869）

と　き▶４月７日日雨天決行
　　 　 開会式９時30時～（受付 8時30分～）

忘れず申請をお願いします

九
州
北
部
豪
雨
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１
年
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が
経
過
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ま
し
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提
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東
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と
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、
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ま
し
た
Ｊ
Ｒ

と
の
協
議
で
す
が
、
我
々
の
目
指
す

と
こ
ろ
は
鉄
道
で
の
全
線
復
旧
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
協
議
の
中
で
復
旧
に
係

る
費
用
は
、
当
初
の
70
億
円
か
ら
、

国
や
県
の
補
助
金
な
ど
を
活
用
し
、

現
在
は
56
億
円
と
大
幅
に
減
額
さ
れ

ま
し
た
。
今
後
も
減
額
さ
れ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

し
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。

　
　
　
　
【
平
成
31
年
１
月
30
日
現
在
】

添田町長 寺西明男

未
来
へ
駆
け
る
切
符
を

寺西明男／添田町長
昭和25年１月31日生。昭和49年福岡県庁
入庁。自然環境課長、福岡県大阪事務所
長を経て、平成19年４月添田町副町長に
就任。平成22年８月、添田町長に当選し、
現在３期目。福岡大法学部卒。69歳。

　日田彦山線は地域の貴
重な財産です。大切な鉄
道を未来へつなぐため、
皆さんも日田彦山線に乗
ってください。応援をよ
ろしくお願いします。

↑人気列車のゆふいんの森号

９　広報そえだ（平成 31年２月号）
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▷国民健康保険に加入している世帯は、所得がない場
　合でも、必ず申告をしなければなりません。申告し
　ない場合は、所得証明書の交付や国民健康保険税の
　軽減措置が受けられませんので注意をしてください。

■ 平成31年１月からe-Taxがより便利になりました
　e-Tax（国税電子申告・納税システム）は、自宅やオフィ
スなどからインターネットなどを利用して、申告や申
請、届出などができる便利なシステムです。
▶マイナンバーカード方式
　マイナンバーカードを利用して e-Tax 申告ができま
す。※ＩＣカードリーダライタが必要です。
▶ＩＤ・パスワード方式
　ＩＤ（利用者識別番号）とパスワード
にてe-Tax申告ができます。ＩＤ・パス
ワードについては、税務署で職員と対面
による本人確認を行った後に発行されます。
　お近くの税務署にご確認ください。平成31年１月か
らスマホで申告ができるようになりました。ＩＤ・パ
スワード方式で、確定申告書の作成ができます。詳し
くはe-Taxのホームページ（http://www.e-tax.nta.go.jp）
をご覧ください。

確定申告
が始まります

申告会場 　

たがわ情報センター（田川市）

２月18日月～３月15日金
　　　9 時～16 時（土・日は除く）

田川税務署での受付期間

　今年も税の申告時期になります。障害年金や
遺族年金を受給している人、収入がなく扶養に
なっている人も申告が必要な場合がありますの
で、期間中に申告を行ってください。役場での受付期間

申告会場　 役場１階 特１会議室

２月18 日月～３月15日金

９時～16時（土・日は除く）

【 所得税に関する問い合わせ／田川税務署個人課税部門 ☎ 44-0430 】 【 町県民税に関する問い合わせ／役場住民課税務・滞納対策係 ☎ 82-1234 】

※３月３日日 9時～16
時は申告を受け付

けます（添田町役場のみ
）

 平成31年度から配偶者控除・配偶者特別控除が変わります

忘れず早めの申告を

申告される方の
合計所得金額

控除額（町県民税）※所得税の控除額                                     とは異なります

控除対象配偶者 老人控除対象配偶者
（70歳以上）

900万円以下 33万円 38万円

900万円超～950万円以下 22万円 26万円

950万円超～1,000万円以下 11万円 13万円

1,000万円超 控
※１

除なし

平
成

年
分

30

■ 町県民税の申告をしなければならない人　
▶平成31年１月１日現在、添田町に居住している人
▶平成30年中に営業､農業、不動産などの所得がある人
▶給与所得者でも日給などで働き、役場に事業主から
　給与支払報告書が提出されていない人

■ 申告のときに必要なもの　
▶印鑑（書類で確定申告をする場合）　▶給与・公的年
金の源泉徴収票など収入のわかるもの　▶営業・農業
所得等の収支明細書　▶生命保険料・地震保険料の控
除証明書　▶医療費控除を受ける人は、医療費明細書、
領収書、補填された金額がわかるもの　▶障害者控除
を受ける人は、障害者手帳などの証明　▶寄付金控除
を受ける人は、領収書、受領書　▶マイナンバーカード、
通知カード　▶申告者（本人）の通帳または口座番号の
わかるもの

■ 公的年金受給者や国保加入者は特に注意を
▷給与所得以外の所得が20万円以下の人や公的年金収
　入額が400万円以下で、それ以外の所得が20万円以
　下である場合は、所得税の確定申告をする必要があ
　りませんが、町県民税の申告は必要です。

■配偶者控除額
　本人の合計所得金額に応じて控除額がか
わります。本人の合計所得金額が1,000万円
を超える場合は、配偶者控除の適用はでき
なくなりました。
※１納税義務者の合計所得金額が1,000万円超で配偶者
の合計所得金額が38万円以下の場合、配偶者控除の適
用はありませんが、配偶者が障害者であれば、障害者
扶養控除の対象となります。

配偶者の
合計所得金額

控除額（町県民税）※所得税の控除額とは異なります
納税義務者の合計所得金額

900万円以下 900万円超～
950万円以下

950万円超～
1,000万円以下 1,000万円超

38万円超～90万円以下 33万円 22万円 11万円

控除なし

90万円超～95万円以下 31万円 21万円 11万円
95万円超～100万円以下 26万円 18万円 ９万円
100万円超～105万円以下 21万円 14万円 ７万円
105万円超～110万円以下 16万円 11万円 ６万円
110万円超～115万円以下 11万円 ８万円 ４万円
115万円超～120万円以下 ６万円 ４万円 ２万円
120万円超～123万円以下 ３万円 ２万円 １万円

123万円超 控除なし

■配偶者特別控除
　配偶者特別控除の対象となる配
偶者の前年の合計所得金額の上限
が引き上げられました。配偶者の
合計所得金額および本人の合計所
得金額により控除額が変わります。
　なお、配偶者特別控除は夫婦の
間で互いに受けることはできませ
ん。また、配偶者の合計所得金額
が38万円を超えた場合は扶養の人
数には含まれません。

■ 各種税の申告と納付の期限
▶所得税・贈与税＝３月15日金まで
▶個人事業者の消費税と地方消費税＝４月１日月まで

■ 振替納税を利用している人の振替日
▶所得税 ＝ 4月22日月
▶個人事業者の消費税・地方消費税＝ 4月24日水
※新たに振替納税を利用する場合は「預貯金口座振替
　依頼書」の提出が必要です。

■ 簡単便利な振替納税
　確定申告後、納付書をもらっていたけど払い忘れ、
納付期限を過ぎてしまうと利子税（延滞金）が発生する
こともあります。口座振替にしておけば、引き落とし

日の前に、お金を通帳に入れておく
だけ。簡単・確実で払い忘れること
もありません。口座振替をご利用に
なると、納期限にゆとりができます。

■ 廃車手続きはお済ですか
　原動機付き自転車や軽自動車などに対する軽自動車
税は、毎年４月１日現在で車両を所有（登録）している
場合に年税額が課税されます。そのため、４月２日以
降に廃車や名義変更をされても、月割り課税の制度は
なく、その年度分の税金を一括で納めていただくこと
になります。125㏄以下のバイクやトラクターを登録
したままで現在所有していない人は、ナン
バープレートと印鑑を持って、３月29日金
までに役場で廃車の手続きをしてください。

■ 町税完納にご協力をお願いします
　平成30年度の町県民税（普通徴収）や固定資産税、
軽自動車税、国民健康保険税（７期）の納期限が終わり
ました。納め忘れの税がないか確認し、町税完納にご
協力ください。納付書を紛失した場合や、税や申告で
不明な点がある場合は、いつでも気軽に役場住民課税
務・滞納対策係（☎82-1234）まで相談してください。

日
だ
もも
な

平成29年度の税制改正により、配偶者控除と配偶者特別控除が改正されました。

です。

ド
ス
面
ます。
平成 年 月

ターを登録
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My Town Topics　問 役場総務課（☎ 82-1231）

まちの話題
My Town Topics

身近なまちの話題について情報をお寄せください。
広報紙に掲載された写真は差し上げますので、お気軽に問い合わせください。

　昨年の12月18

日、防犯交通安

全もちつき・暴

力追放住民総決

起大会が役場前

駐車場で行われ

ました。田川警

察署や消防団、

交通安全協会、

婦人会の皆さん

など約 150 人が参加して、紅白餅をつきあげました。また、

町内小学生から募集した防犯ポスターの表彰式なども行

われ、安心・安全で住みよい町の実現を誓い合いました。

　１月16日、添

田町林業クラブ

（小田宣和会長）

が、森林の役割

や緑の大切さを

知り、林業への

関心を持っても

らおうと、津野

小学校３～４年

生を対象に林業

体験を行いました。今回は山に入り、２年前に種をまい

て育てたトチやカリンなどの苗木を植樹。児童たちは、

鍬
くわ

で地面に穴を掘っては、苗木を植えつけていました。

防犯交通安全もちつき・暴力追放住民総決起大会

暴力追放、安心・安全なまちづくり
津野小で林業体験

山に木を植えて知った森林の大切さ

　添田東ふれあ

いサロンが取り

組む、地域の高

齢者の健康づく

りや絆を深める

活動が明るい社

会づくりに貢献

していると（一

社）日本善行会

から感謝状が贈

られました。また、昨年12月21日に行われたサロンでは、

県内の大学に通う、フランスやインド、マレーシアなど

からの留学生７人が参加し、歌やゲームで交流しました。

添田東ふれあいサロン

留学生の皆さん、ようこそ添田町へ

↑九州工業大学などに通う留学生が参加したサロン

↑安心で安全な添田町を願って餅をつきあげました

　少年野球チー

ムの添田フリー

ズが昨年の12月

８日と９日の両

日、田川市と川

崎町で行われた

新人戦大会で優

勝しました。１、

２回戦を猛打で

勝利すると準決

勝では投手戦を制して決勝に進出。決勝戦では田川市の

チームに８対１で勝利し、見事優勝しました。添田フリ

ーズは野球に興味のある小学生のメンバーを募集中です。

田川少年野球連盟新人戦大会優勝

猛打爆発、強いぞ！添田フリーズ

↑４試合で33得点をあげて優勝した添田フリーズ

落合小がジビエ料理に挑戦

有害鳥獣問題、おいしく食べて知る

↑県大会出場選手によるポンプ操法模範演技

↑植樹をすることで緑の大切さを実感した児童たち

全日本Ｕ－15フットサル選手権大会

添田中の宮﨑さん、梶原さん全国へ↓１月８日、全国大会を前に寺西町長へ出場報告に訪れた宮﨑さん㊧と梶原さん㊨

　添田中学校 3年生の宮﨑優太郎さんと梶原蒼汰さん

が所属するサッカーチーム川崎FCが１月22日から三重

県で開催された JFA 第24回全日本Ｕ－15フットサル選

手権大会に出場しました。川崎町が練習拠点の川崎FC

は昨年、筑豊大会と県大会を制し、11月に行われた九

州大会も優勝して全国大会出場を決めました。５人制

の室内競技のフットサルは、サッカーとほぼ同じルー

ルで宮﨑さんはゴールキーパー、梶原さんはフィール

ドプレーヤーです。小学校低学年のときに添田FCでサ

ッカーを始めた宮﨑さんと梶原さんにとって初の全国

大会。結果は１次ラウンドを２勝１敗と好成績を収め

たものの、勝ち点が１及ばず決勝ラウンドに進むこと

ができませんでしたが、ピッチの上で躍動しました。

添田町消防団出初式

災害から地域を守る決意を新たに↓消防団員らが号令に合わせ、機敏な動作で服装点検や分列行進を披露した出初式

　１年間の防災への決意を誓う添田町消防団（田中久

美男団長）による出初式が、１月13日にそえだドーム

で行われ、団員157人が参加しました。式では、田中団

長が「今年は自主防災組織を実現化していきたい」と

地域防災の重要性を話していました。また、消防団員

や少年防火クラブ、婦人防火クラブの皆さんが、息の

合った分列行進を披露し

たり、長年消防活動に奉

仕した団員・家族への表

彰や退団・入団などの辞

令交付などが行われたり

し、火災・災害ゼロへの

決意を示していました。

　１月20日、中

鶴教育集会所で、

第25回添田町長

杯争奪囲碁大会

が行われ、町内

の囲碁愛好家17

人が参加しまし

た。緊張した雰

囲気に包まれた

会場では、静か

な熱戦が繰り広げられました。大会は２パートに分かれ

て行われ、Ａパートで中島和則さん（野田）・六段、Ｂパ

ートで北隅昌則さん（添田東）・一級が優勝となりました。

第25回添田町長杯争奪囲碁大会

盤上で繰り広げた静かな熱い戦い

↑勝負を左右する一手一手に緊張が走っていました

　１月５日、空

手道場・田川修

武会が、田川市

の正進館と合同

で、新年恒例の

寒稽古を行いま

した。稽古には

子どもから大人

まで約35人が参

加し、道場から

約３キロのランニングした後、歓遊舎ひこさん前の彦山

川の冷たい水に入り、気合の入った突きで、１年で最も

寒さが厳しいこの時期に、心と身体を鍛えていました。

田川修武会が寒稽古

寒稽古で強い身体と不屈の精神を

↑お腹の底から声を出して寒さを吹き飛ばしました

↓「地元産の食材の良さを見つけてほしい」と語る地域おこし協力隊の佐々木晋さん

　昨年の12月20日、落合小学校の５、６年生12人が町

の地域おこし協力隊とジビエ料理に挑戦しました。落

合小では、学校菜園のサツマイモがシカに食べられる

などの被害があり、昨年の子ども議会でも有害鳥獣に

関する質問をしてきました。今回、被害の実情やジビエ、

協力隊の活動を児童たちに知ってもらおうと隊員３人

と一緒にシカ肉を使ったつみれ汁を調理しました。材

料のシカ肉や白菜、ニンジン、大根、シイタケなどは

添田産を使用。野菜を切り、煮立った出
だし

汁につみれと

野菜、みそを入れて完成です。「シカ肉を自分で料理し

たのは初めてだったけどおいしくできた」とおかわり

をする児童たち。協力隊の神吉能宜さんは「ジビエを

知るきっかけになればありがたい」と語っていました。
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２月生まれ
HAPPY
BIRTHDAY

隼ちゃん。誕生日おめでとう。
ごはんたくさん食べて大きくな
ってね。　　　パパ、ママより

平名  隼
しゅんじ

治ちゃん 
２月 14日生 ❷・上津野

◉
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に
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に
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森
田　
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まちのホットNews
大人になった自分へ届けるメッセージ
添田中学校立志式

大切な家族へ、10年間の感謝と将来の誓い
二分の一成人式

園児とふれあい、楽しく介護予防
若返り教室の高齢者と園児が交流会

↑壇上で代表者6人が20歳の自分へ宛てた手紙を読み上げました

↑児童には校長先生から二分の一成人証書が手渡されました

↑高齢者と園児が身体を動かしながらゲームで交流しました

　１月24日、介護予防事業の若返り教室の参加者とひかり保育園、

たから保育園、くるみ保育園、みどり保育園の年長・年中組との

交流会が町民会館で行われました。自己紹

介や準備運動に続いて、一緒にゲームで交

流した園児と高齢者の皆さん。かわいい園

児たちの姿に教室の皆さんは目を細めなが

ら、楽しいひとときを過ごしていました。

　10歳を迎えた小学校４年生が、10年間の感謝や将来の夢を決意

する二分の一成人式が町内の各小学校で行われました。１月25日、

落合小学校で行われた式では、10年間の写真を集めた児童手作り

のスライドショーが映し出され、児童から保護者へ「産んでくれて

ありがとう」と感謝の手紙が渡されました。また保護者から児童

への手紙も読まれ、生まれた日の喜びやどんな思いで子育てをし

てきたかなどが伝えられると、会場は感動に包まれていました。

　自分の夢や将来の希望に向かい努力を決意し、表明する立志式

が１月18日、オークホールで行われ、２年生82人が大人になった

自分宛てにメッセージを書き、代表して生

徒６人が発表しました。また、幼児教育専

門家の熊丸みつ子先生が講演し「思春期を

あなたらしく成長して。悩んでいるあなた、

大丈夫、順調よ」と語りかけていました。

今年一年、地域の繁栄を願って
各地で鬼火焚きやどんと焼き

①くるみ保育園児も
参加した上落合一地
区　②歓遊舎ひこさ
ん前の河川敷で行わ
れた野田地区の鬼火
焚き　③楽しい抽選
会も行われた庄西地
区。どの地区も趣向
を凝らし、世代を超
えて交流しました❸

　１月12日に上落合一地区、１月13日に野田地区

と庄西地区で年始恒例の鬼火焚
た

き（どんと焼き）

が行われました。山から切り出した竹や杉の葉、

持ち寄った門松、しめ縄飾りなどで組んだ高さ10

メートル以上あるやぐらに点火すると、炎は天に

向かって勢いよく伸び、パチパチと音を立てなが

ら一気に燃え上がっていました。各会場では、豚

汁やぜんざいが振る舞われたり、参加者全員で抽

選会をしたりと、それぞれ趣向を凝らして楽しく

交流。やぐらが焼け落ちた後は、竹の先に挟んだ

餅を残り火で焼いて、今年一年の無病息災や五穀

豊穣
じょう

を願いながら、みんなで味わっていました。

❶

❷

　昨年の12月22

日、児童館でク

リスマス☆フェ

スタが行われま

した。虹の会の

皆さんによる読

み聞かせや、ピ

ーターパンのパ

ネルシアターに

続いて、テバッ

タ☆マジックショーが行われ、子どもたちは大喜び。

最後は、プレゼントの当たる〇×クイズもあり、子

どもたちは歓声を上げて楽しんでいました。

クリスマス☆フェスタ

↑鏡の中を通り抜けるマジックも大成功

みんなで楽しい☆クリスマス

　E メールは①お子さんの写
真　②お子さんの氏名　③名
前の読み方　④誕生日　⑤年
齢　⑥行政区　⑦メッセージ
（50文字以内）　⑧保護者の連
絡先を送信してください。

◎３歳までのお子さん募集中

　３月生まれは２月18日月まで

送信先
koudojyouhou@town.
soeda.fukuoka.jp
問 役場総務課広報・秘書係
　 （☎ 82-1231）



　

９
時
〜
20
時（
受
付
19
時
30
分
ま
で
）

▼
と
こ
ろ　

福
岡
県
筑
豊
労
働
者
支

　

援
事
務
所
（
飯
塚
市
）

▼
対
象
者　

労
働
者
、
事
業
主

▼
内
容　

解
雇
、
雇
止
め
、
そ
の
他

　

労
働
問
題
に
関
す
る
相
談

▼
相
談
方
法　

来
所
ま
た
は
電
話

※
予
約
不
要
、
相
談
無
料
。

問 

福
岡
県
筑
豊
労
働
者
支
援
事
務
所

　

 

（
☎
０
９
４
８
―
22
―
１
１
４
９
）

▼
と
き　

３
月
４
日
月　

13
時
30
分

　

〜
16
時

▼
と
こ
ろ　

添
田
町
役
場
１
階
第
３

　

会
議
室

※
予
約
不
要
、
相
談
無
料
。

　

30
分
〜
17
時
15
分（
☎
42
―
４
８
５
０
）

　

▽
福
岡
県
あ
す
ば
る
女
性
相
談
ホ

　

ッ
ト
ラ
イ
ン
／
９
時
〜
17
時
（
☎

　

092
―
584
―
１
２
６
６
）
▽
福
岡
県

　

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
相
談
電
話
／

　

月
曜
〜
金
曜
17
時
〜
24
時
、
土
日

　

祝
日
９
時
〜
24
時
（
☎
092
―
663
―

　

８
７
２
４
）
▽
男
性
Ｄ
Ｖ
被
害
者

　

の
た
め
の
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
／

　

水
曜
・
木
曜
17
時
〜
20
時
、
金
曜

　

12
時
〜
16
時（
☎
092
―
571
―
１
４
６
２
）

　

▽
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
方
の
Ｄ
Ｖ
被
害
者

　

相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
／
第
２
火
曜

　

12
時
〜
16
時
、
第
４
火
曜
17
時
〜

　

20
時（
☎
080
―
２
７
０
１
―
５
４
６
１
）

※
年
末
年
始
や
祝
日
な
ど
は
、
休
み

の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問 

福
岡
県
筑
豊
労
働
者
支
援
事
務
所

　

 

（
☎
０
９
４
８
―
22
―
１
１
４
９
）

　

Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ

オ
レ
ン
ス
）
と
は
、
配
偶
者
や
恋
人

な
ど
か
ら
受
け
る
暴
力
で
す
。
身
体

的
な
暴
力
だ
け
で
な
く
、
怒
鳴
る
、

脅
す
、
電
話
や
外
出
を
制
限
す
る
な

ど
も
暴
力
に
あ
た
り
ま
す
。
一
人
で

悩
ま
ず
、
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
窓
口　

▽
配
偶
者
暴
力
相
談

　

支
援
セ
ン
タ
ー（
福
岡
県
田
川
保
健

　

福
祉
事
務
所
）／
月
曜
〜
金
曜
8
時

　

パ
ソ
コ
ン
入
力
、
売
店
業
務
な
ど

▼
勤
務
時
間　

①
８
時
30
分
〜
17
時

　

15
分　

②
12
時
15
分
〜
21
時

▼
給
与　

月
額
14
万
５
２
０
０
円

※
交
通
費
別
途
支
給
。

【
パ
ー
ト
職
員
（
女
性
）】

▼
勤
務
地　

ク
ア
ハ
ウ
ス

▼
募
集
人
数　

１
人
（
女
性
）

▼
業
務
内
容　

受
付
、
館
内
清
掃
、

　

パ
ソ
コ
ン
入
力
、
売
店
業
務
な
ど

▼
勤
務
時
間　

①
８
時

　

30
分
〜
12
時
30
分　

　

月
16
日
勤
務

▼
給
与　

時
給
825
円

※
交
通
費
別
途
支
給
。

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

ク
ア
ハ
ウ
ス（
☎
82
―
５
０
６
１
）

▼
と
き　

２
月
22
日
金
（
受
付
15
時

　

30
分
〜
16
時
30
分
）

▼
と
こ
ろ　

ク
ア
ハ
ウ
ス

▼
内
容　

健
診
結
果
や
食
生
活
、
栄

　

養
改
善
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、気
軽

　

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

問 

役
場
保
健
福
祉
環
境
課
健
康
対
策

　

 

係
（
☎
88
―
８
１
１
１
）

▼
と
き　

２
月
20
日
水
、
21
日
木

【
第
8
次
自
衛
官
候
補
生
採
用
試
験
】

▼
試
験
日　

３
月
３
日
日

▼
試
験
会
場　

陸
上
自
衛
隊
福
岡
駐

　

屯
地

▼
受
験
資
格　

18
歳
以
上
33
歳
未
満

　

の
男
女

▼
受
付
期
間　

２
月
16
日
土
〜
２
月

　

26
日
火

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部
飯
塚

　

 

地
域
事
務
所

　

 

（
☎
０
９
４
８
―
22
―
４
８
４
７
）
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▼
勤
務
地　

添
田
町
浄
水
場

▼
募
集
人
数　

各
１
人

▼
雇
用
期
間　

４
月
１
日
か
ら
１
年
間

▼
勤
務
時
間　

▽
常
直
勤
務
員
＝
17

　

時
〜
８
時
30
分　

▽
浄
水
場
作
業

　

員
＝
８
時
30
分
〜
17
時　

月
10
日

　

程
度

▼
給
与　

▽
常
直
勤
務
員
＝
日
額
１

　

万
１
０
４
０
円　

▽
浄
水
場
作
業

　

員
＝
日
額
８
８
０
０
円

▼
応
募
資
格　

20
歳
か
ら
70
歳
ま
で

　

の
町
内
在
住
者
で
、
次
に
該
当
し

　

な
い
人

　

▽
成
年
被
後
見
人
、
被
保
佐
人
の

　
　

審
判
、
破
産
宣

　
　

告
を
受
け
た
人
、

　
　

滞
納
者
、
暴
力

　
　

的
組
織
の
構
成

　
　

員
（
構
成
員
と
み
な
さ
れ
る
場

　
　

合
も
含
む
）

▼
募
集
期
限　

３
月
15
日
金　

17
時

▼
応
募
方
法　

役
場
水
道
課
ま
で
履

　

歴
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

問 

役
場
水
道
課
工
務
係

　

 （
☎
82
―
５
９
６
１
）

　

 

添
田
町
浄
水
場

　

 （
☎
82
―
０
４
８
３
）

　

町
立
小
学
校
に
勤
務
す
る
学
校
給

食
調
理
員
を
募
集
し
ま
す
。
意
欲
が

あ
り
、
健
康
な
人
は
、
ぜ
ひ
連
絡
く

だ
さ
い
。

▼
勤
務
日　

10
日
程
度（
月
に
よ
っ
て

　

変
動
）

▼
勤
務
時
間　

９
時
〜
16
時
30
分

▼
賃
金　

日
額
６
千
円

▼
募
集
人
数　

１
〜
２
人
程
度

問 

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
教
育
管

　

 

理
係
（
☎
82
―
５
９
６
３
）

【
契
約
職
員
（
男
性
）】

▼
勤
務
地　

ク
ア
ハ
ウ
ス

▼
募
集
人
数　

１
人
（
男
性
）

▼
業
務
内
容　

受
付
、
館
内
清
掃
、

くらしに役立つ情報満載

相
談

献血にご協力を◉やさしさが
　笑顔をつくる

　　 ♥とき　３月８日金
　　 ♥ところ　添田町役場
　　 ♥対象者　体重が50キロ以上の人で、
　　 　男性 17歳～69歳　女性 18歳～69歳
※65歳以上の人は、60～64歳に献血経験がある人。
問 役場保健福祉環境課健康対策係（☎ 88-8111）

10時～12時30分
13時30分～16時

Information

　佐々木で
す。12月26
日に、料理
教室をオー
クホールで
開催しまし
た。メニュ
ーは、歓遊
舎の野菜を使った混ぜ込みご飯、冬野菜のみそ
汁、ぬか漬けです。他にも、包丁の基本的な使
い方、料理がうまくなる３つのコツ、出

だし

汁の取
り方などの学びを共有しました。料理教室は毎
月開催する予定ですので、ぜひ参加してくださ
い。申し込みは添田町地域おこし協力隊フェイ
スブック、または役場地域産業推進課商工業振
興係（☎ 82-5962）に問い合わせください。

第一回食の集い
地元食材の料理教室を開催

　　　●添田町地域おこし協力隊
　　　　　佐々木晋　隊員

　●
　

添
田
町
浄
水
場
常
直
勤
務
員（
夜
勤
）、

浄
水
場
作
業
員
募
集

試
験
・
募
集

自
衛
官
採
用
試
験

添
田
町
社
会
福
祉
協
議
会

職
員
募
集

保
健
師
・
管
理
栄
養
士
が

個
別
健
康
相
談
に
応
じ
ま
す

解
雇
・
雇
止
め
集
中
相
談
会

労
働
問
題
相
談
会

問 教育委員会
学校教育課（☎82-5963）

教育のひろば

〜
子
供
た
ち
に
お
い
し
い
給
食
を
〜

給
食
調
理
員
を
募
集
し
ま
す

添田町地域おこし協力隊

添田町地域おこし協力隊
フェイスブックページ
https://www.facebook.
com/soedamatitiikiokosi/

私たちの活動を公開しています

参加者の声
包丁の使い方や基本の
姿勢を、楽しい雰囲気
で学べてよかったです。
簡単作れるレシピをも
らったので、家でも挑
戦しようと思いました。

員会

おやじ会と PTA が受験生を激励

添田中学校には学校へのさまざまな支援・協
力を行うことを目的として、男性保護者で

つくる「添田中学校おやじ会」があります。その
添田中おやじ会が主催し、添田中PTAと合同で１
月12日、受験を控えた３年生の希望進路合格を願
って激励会が行われ、早朝から準備した豚汁やヤ
マメの塩焼きなどが振る舞われました。
　「体育会などで、皆さんが一生懸命に頑張ってい
る姿をよく見せてもらった。これから入試を控え、
困難も待ち受けるが、体調管理をしっかりし、精
一杯、頑張って」とエールをおくる、添田中おや
じ会会長の村井誠治さん。生徒会長の田邊健介さ
んは「皆さんが用意してくれた豚汁をお腹いっぱ
い食べて、これからの入試に向けて頑張ります」
と感謝と決意を述べました。

　添田中おやじ会は平成20年４月に男性保護者の
有志が立ち上げ、11年目を迎えました。中学３年
生の土曜学習「英峰塾」への参画や、体育会、花
火大会などにおける会場巡回など、生徒への支援
活動を学校、教育委員会と協力して行っています。
　教育委員会としましても、添田中おやじ会の活
動にお礼を申し上げるとともに、これからも生徒
たちの健全な成長の見守りを続けていただきたい
と思います。

町立小・中学校「卒業式、入学式」
◉卒業式
▶添田中学校　３月８日金
▶各小学校　　３月15日金

◉入学式
▶添田中学校　４月10日水
▶各小学校　　４月11日木

←
お
や
じ
会
の
温
か
い
豚
汁
を
食
べ
て

　

受
験
を
乗
り
き
れ
！

配
偶
者
や
交
際
相
手
か
ら
の

暴
力
に
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か

包
姿
で
簡
ら
戦

に役立つ情報満載

添田町を元気に！

地域おこし
協力隊通信

Vol. ⑧



▼
内
容　

鳥
羽
池
周
辺
を
散

　

策
し
な
が
ら
、
野
鳥
や
植

　

物
な
ど
の
自
然
を
観
察
し

　

ま
す

▼
定
員　

30
人
（
先
着
順
、　

　

小
学
生
以
下
は
保
護
者
同

　

伴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
）

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
期
間　

２
月
８
日
金
〜
３
月

　

15
日
金

▼
申
込
方
法　

①
参
加
者
全
員
の
氏

　

名
、
性
別
、
年
齢　

②
代
表
者
の

　

住
所　

③
代
表
者
の
連
絡
先　

④

　

当
日
の
緊
急
連
絡
先
を
明
記
し
Ｆ

　

Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
申
し
込

　

ん
で
く
だ
さ
い

問 

福
岡
県
嘉
穂
・
鞍
手
保
健
福
祉
環

　
 

境
事
務
所

　

 
（
☎
０
９
４
８
―
21
―
４
９
７
５ 

　

   
FAX
０
９
４
８
―
23
―
４
１
６
２
）

　

ま
で
（
要
事
前
予
約
）

問 

福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会

　

 

（
☎
092
―
584
―
３
３
１
０
）

▼
と
き　

２
月
27
日
水　

13
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

福
岡
県
庁
３
階
講
堂

▼
持
参
物　

筆
記
用
具

※
１
候
補
者
あ
た
り
２
人
以
内
で
お

願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
会
場
へ
は
公

共
交
通
機
関
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問 

福
岡
県
選
挙
管
理
委
員
会

　

 

（
☎
092
―
643
―
３
０
７
７
）

○
添
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▼
香
典
返
し　

▽（
故
）立
花
ミ
サ
子

　

し
て
借
り
ら
れ
ま
す

▼
受
付
期
間  

２
月
１
日
金
〜
28
日
木

問 

役
場
地
域
産
業
推
進
課
農
政
係　

　

 

（
☎
82
―
１
２
３
７
）

　

青
色
申
告
を
行
う
農
業
者
（
個
人
・

法
人
）
は
、
収
入
保
険
に
加
入
で
き

ま
す
。
収
入
保
険
は
、
す
べ
て
の
農

産
物
を
対
象
に
、
自
然
災
害
や
価
格

低
下
な
ど
に
よ
る
収
入
減
少
が
生
じ

た
場
合
に
補
償
す
る
保
険
で
す
。

　

ま
た
、
青
色
申
告
は
、
自
分
の
経

営
を
客
観
的
に
つ
か
む
た
め
の
重
要

な
ツ
ー
ル
で
す
。
新
た
に

青
色
申
告
を
始
め
る
た
め

に
は
、
個
人
の
場
合
、
３

月
15
日
ま
で
に
所
轄
の
税

務
署
に「
青
色
申
告
承
認
申
請
書
」を

提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

申
告
を
行
え
ば
、
そ
の
年
分
の
所
得

か
ら
青
色
申
告
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。（
申
告
時
期
は
翌
年
２
〜
３
月
）

問 

福
岡
県
農
業
共
済
組
合
筑
豊
支
所

　

 

（
☎
０
９
４
８
―
83
―
１
０
０
７
）

▼
と
き　

３
月
９
日
土
11
時
〜
16
時

▼
と
こ
ろ　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
春

　

日
市
）

▼
内
容　

就
活
応
援
セ
ミ
ナ
ー
、
就

　

職
面
談
会
、
福
祉
関
係
資
格
・
求

　

職
面
談

▼
対
象　

社
会
福
祉
施
設
・
事
業
所

　

へ
の
就
職
希
望
者

▼
託
児　

生
後
３
か
月
か
ら
就
学
前

　

パ
ス
テ
ル
ア
ー
ト

は
、
パ
ス
テ
ル
の
粉
を
コ
ッ

ト
ン
や
指
で
伸
ば
し
て
描
き
、

絵
の
苦
手
な
人
で
も
簡
単
に
描

け
る
教
室
で
す
。
参
加
者
か
ら
は
、

「
心
が
癒
さ
れ
た
」「
元
気
が
出
た
」

な
ど
の
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
す
。
笑

顔
に
な
れ
、
心
を
元
気
に
す
る
パ
ス

テ
ル
ア
ー
ト
の
世
界
を
み
ん
な
と
楽

し
く
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　

３
月
７
日
木
・
14
日
木

　

10
時
30
分
〜
12
時

▼
と
こ
ろ　

オ
ー
ク
ホ
ー
ル

▼
募
集
人
数　

10
人
程
度

　

町
で
は
、
意

欲
あ
る
担
い
手

を
育
成
し
、
農

業
生
産
の
合
理

化
・
効
率
化
な

ど
で
生
産
コ
ス

ト
の
低
減
を
図
る
た
め
、
農
業
経
営

基
盤
強
化
促
進
事
業
で
農
地
の
貸
し

借
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

▼
出
し
手
の
メ
リ
ッ
ト

▽
貸
し
た
農
地
は
期
限
が
来
れ
ば
、　

　

離
作
料
を
支
払
う
こ
と
な
く
必
ず

　

返
っ
て
き
ま
す

▼
受
け
手
の
メ
リ
ッ
ト

▽
経
営
規
模
の
拡
大
が
図
れ
ま
す

▽
貸
借
期
間
中
は
安
心
し
て
耕
作
で

　

き
ま
す
。
ま
た
、
再
設
定
で
継
続
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くらしに役立つ情報満載

▼
対
象
者　

小
学
校
５
年
生
以
上

▼
参
加
費　

無
料

▼
講
師　

白
土
加
代
子
さ
ん（
町
三
）

▼
申
込
期
限　

２
月
28
日
木

問 

オ
ー
ク
ホ
ー
ル（
☎
82
―
２
５
５
９
）

▼
と
き　

３
月
10
日
日　

9
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

オ
ー
ク
ホ
ー
ル

問 

武
貞
眞
弓
さ
ん

　

 

（
☎
080
―
３
９
５
９
―
８
０
６
３
）

▼
と
き　

３
月
24
日
日
10
時
〜
12
時

▼
と
こ
ろ　

鳥
羽
公
園
駐
車
場（
飯
塚
市
）

◉とき　３月10日日　９時（受付８時45分～）
◉ところ　町体育館／参加無料
◉コース　上級者・中級者・初級者／性別なしのダブルス
◉参加資格　町内在住・在職者や町内体育施設で活動をしている人
◉申込期限　３月４日月（社会教育課に申込用紙を提出してください）
問 教育委員会社会教育課生涯教育係（☎ 82-2559）

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

農
地
の
貸
し
借
り
を
推
進

利
用
権
設
定
に
つ
い
て

Information

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　

 

（
敬
称
略
）

●人　口　  9,890 人（ー26人）

●男　性　  4,671 人（ー５人）

●女　性　  5,219 人（－21人）

●世帯数　  4,723世帯（－19世帯）

●出生　４ 人

●死亡　17 人

●転入　14 人

●転出　27 人

人の動き 12 月末日現在（　）は前月比

相談
●心配ごと相談（そえだジョイ／10時～15時）
　２月 19日火、３月５日火
●補聴器相談（役場ロビー）
　２月８日金（15時～）、13日水（13時～）
●無料法律相談（オークホール／13時～16時）
　2月15日金
※２か月に１回の巡回無料相談会です。前日午前
中までに役場保健福祉環境課で予約してください。
問 役場保健福祉環境課（☎82-1232）
●無料法律相談会
　（福岡法務局田川支局／13時～16時）
　２月12日火、３月12日火
※利用条件あり。詳しくは問い合わせください。
問 法テラス福岡（☎050-3383-5502）
●こころの健康相談（田川保健福祉事務所／予約制）
　２月12日火（10時～）、28日木（14時～）
問 田川保健福祉事務所健康増進課（☎42-9307）
●女性の健康相談・不妊相談（福岡県嘉穂・鞍　
手保健福祉環境事務所／要予約）
　２月６日水、３月６日水（13時30分～16時30分）
問 福岡県嘉穂・鞍手保健福祉環境事務所健康増
　 進課健康増進係（☎ 0948-29-0277）

　12 月の事故発生状況  （　）内は昨年同月比

　12 月の事件発生状況   （　）内は昨年同月比
発生件数種　類

  自動車盗
  性犯罪

  空き巣・忍び込みなど

０（±０）
０（±０）
０（±０）
０（ー１）

今年の累計
４
０
０
４

発生件数種　類
  事故発生（物件＋人身）
  死亡者
  負傷者

８（ー４）
０（±０）
３（＋３）

今年の累計
192
０
44

  車上ねらい

納期限のお知らせ
●２月28日木が納期限です
　▷国民健康保険税（８期）
　▷後期高齢者医療保険料（８期）
問 役場住民課税務・滞納対策係（☎82-1234）
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福
祉
の
し
ご
と
就
職
フ
ェ
ア

２
０
１
９
in
福
岡

癒
し
の
パ
ス
テ
ル
ア
ー
ト
教
室

参
加
者
募
集

えだ（平成 31年年年２年２年 月月号号号）月 　18

全国一斉放送訓練

防災無線のスピーカーで
試験放送をします

大 災害や緊急事態発生時に備え、
全国瞬時警報システム（Ｊアラ

ート）を使用した自動放送訓練が全国
一斉に実施されます。町でも町内に設
置している防災無線のスピーカーから
下記の内容が放送されますので、皆さ
んのご理解とご協力をお願いします。
今回行うのは放送訓練です。特に皆さ
んが行動する必要はありません。
◉全国瞬時警報システム（Ｊアラート）
放送訓練

▷とき２月20日水 11時頃
① 開始チャイム
②「これはテストです」
③「こちらは防災添田町です」
④ 終了チャイム
※全国瞬時警報システム（Ｊアラート）
とは、他国などからの弾道ミサイル情
報や緊急地震速報など、対処に時間的
余裕のない事態に関する情報を、人工
衛星を用いて国（内閣官房・気象庁か
ら消防庁を経由）から送信し、町の防災
無線のスピーカーを自動起動すること
で、国から住民の皆さんへ緊急情報を
瞬時に伝達するシステムです。

問 役防災管理課防災安全係
　（☎ 82-4002）

農
産
物
を
対
象
と
し
た

収
入
保
険
制
度
が
始
ま
り
ま
す

テレビの「受信障害」対策を実施しています

２月から中元寺、野田、添田、庄地区の一部地域で携帯電話の新しい電波利用を開

始します。開始に伴い、テレビの映像に影響の出る可能性がある地域にチラシを

配布します。影響が出た場合は対策員が回復作業を行いますので、コールセンターまで

連絡してください。※回復作業を行っても、費用を請求することは一切ありません。

問 700MHz（メガヘルツ）テレビ受信障害対策コールセンター（☎ 0120-700-012）

春
の
自
然
観
察
会
in
鳥
羽
公
園

粉
を
コ
ッ

し
て
描
き
、

も
簡
単
に
描

い
て

め
、
農
業
経
営

で
農
地
の
貸
し

福
岡
県
議
会
議
員

立
候
補
予
定
者
説
明
会

）

ダブルス
をしてい
して

◉とき ３月10日日
ところ 町体育館
ース 上級

格

時（受付８時45

第
31
回町民バドミントン大会

第
二
回
武
貞
眞
弓
歌
謡
教
室

春
の
歌
祭
り
IN
２
０
１
９

　
（
上
津
野
）
▽（
故
）坂
口
弘（
上
落

　

合
一
）▽（
故
）重
藤
静
子（
上
中
元

　

寺
）▽（
故
）伊
藤
孝
義（
上
中
元
寺
）

　

▽
中
村
國
雄（
添
田
東
）▽（
故
）河

　

西
明
治（
添
田
西
）▽（
故
）谷
元
冬

　

子（
峰
地
）▽（
故
）藤
井
イ
ツ
エ（
庄

　

東
）▽
奥
義
則（
岩
瀬
）

▼
一
般
寄
付　

▽
柳
田
博
（
桝
田
）

○
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
そ
え
だ
へ

▼
慰
問　

▽
三
笠
流
ひ
ま
わ
り
会
▽

　

高
橋
浩
月（
町
四
）▽
坂
本
泰
子（
峰

　

地
）▽
赤
間
徳
夫（
岩
瀬
）
▽
伊
藤

　

麗
子（
添
田
中
）▽
三
丸
十
七
子（
添

　

田
中
）

○
錦
風
荘
へ

▼
慰
問　

▽
赤
間
徳
夫（
岩
瀬
）▽
伊

　

藤
麗
子（
添
田
中
）
▽
三
丸
十
七
子

　
（
添
田
中
）

　
　
　

 

（
平
成
31
年
１
月
14
日
現
在
）



Photo Contest　美しい自然と歴史あふれる町 見つけよう「添田らしさ」

◇
印
刷
／
丸
五
印
刷
株
式
会
社

※
広
報
そ
え
だ
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

◉防災無線放送内容確認サービス（☎ 88-8555）火災については、☎ 42-0119におかけください。

◇
発
行
／
添
田
町
　
◇
編
集
／
総
務
課

〒
824-0691　

福
岡
県
田
川
郡
添
田
町
大
字
添
田
2151

番
地
　
　

☎
0947- 82-1231　

FA
X
0947-82-2869

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
http://w

w
w
.tow
n.soeda.fukuoka.jp

早
い
も
の
で
も
う
２
月
。
こ
の
月
の
書
き
出
し
は
い
つ
も

こ
う
で
あ
る
。
▼
正
月
餅
を
食
べ
す
ぎ
た
と
言
う
方
に
、

面
白
い
記
事
を
紹
介
し
よ
う
。
国
等
が
調
査
し
た
も
の
で
、

歩
く
こ
と
が
い
か
に
重
要
か
の
バ
ッ
ク
デ
ー
タ
で
あ
る
。
日

本
の
都
市
の
暮
ら
し
の
中
で
一
番
自
家
用
車
に
頼
っ
て
い
る
の
が
愛
知
、
次
が
大

阪
、
東
京
と
つ
づ
き
、
こ
れ
を
糖
尿
病
の
患
者
数
と
比
較
す
る
と
、
糖
尿
病
患

者
の
一
番
多
い
の
が
愛
知
で
大
阪
、
東
京
の
順
で
あ
る
。
▼
１
歩
、
歩
く
と
医
療

費
が
ど
れ
だ
け
下
が
る
か
を
計
算
し
て
い
る
。
１
日
１
歩
で
０
・
065
〜
072
円
ほ

ど
医
療
費
抑
制
効
果
が
あ
る
。
１
日
に
１
５
０
０
歩
多
く
歩
く
と
、
大
体
年
間

３
万
５
０
０
０
円
ほ
ど
医
療
費
が
下
が
り
、
貢
献
で
き
る
と
い
う
計
算
だ
。
寝

た
き
り
に
な
る
か
な
ら
な
い
か
は
１
日
平
均
２
０
０
０
歩
、
歩
く
か
ど
う
か
で

差
が
で
る
そ
う
で
あ
る
。（
東
京
健
康
寿
命
医
療
セ
ン
タ
ー
調
べ
）
▼
う
つ
病
は

４
０
０
０
歩
、
歩
く
こ
と
で
予
防
・
改
善
。
認
知
症
は
５
０
０
０
歩
。
同
じ
く

５
０
０
０
歩
で
心
疾
患
・
脳
卒
中
。
７
０
０
０
歩
で
が
ん
や
動
脈
硬
化
、
骨
折
。

８
０
０
０
歩
で
高
血
圧
、
糖
尿
病
の
予
防
・
改
善
だ
と
言
う
調
査
結
果
が
で
て

い
る
。
ま
た
、
毎
日
外
出
す
る
高
齢
者
に
対
し
、
ほ
と
ん
ど
外
出
し
な
い
高
齢

者
は
、
認
知
症
の
発
生
率
が
3.5
倍
高
い
と
の
調
査
結
果
も
あ
る
。
▼
添
田
町
も

介
護
予
防
ポ
イ
ン
ト
で
皆
さ
ん
が
歩
く
こ
と
を
推
奨
し
て
い
る
。
歩
く
こ
と
で
健

康
が
保
た
れ
れ
ば
そ
れ
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
。
健
康
維
持
の
一
つ
の
デ
ー
タ
と

し
て
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
だ
。
▼
福
岡
市
天
神
の
イ
ム
ズ
ビ
ル
３
階
に
ロ
ー
カ
ル

デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
ラ
ボ
と
い
う
お
店
が
あ
り
、
九
州
各
地
の
良
い
品
を
展
示
販

売
し
て
い
る
。
そ
の
中
に
添
田
町
の
特
産
品
が
置
い
て
あ
っ
た
。
英
彦
山
が
ら
が

ら
、
津
野
の
米
を
使
っ
た
お
こ
し
、
び
っ
く
り
し
た
の
が
添
田
町
木き

く
ら
げ
ゆ
ず
ご
し
ょ
う

耳
柚
子
胡
椒

お
い
な
り
、
英
彦
山
り
ん
ご
蜂は

ち
み
つ蜜

お
い
な
り
と
書
か
れ
た
一
口
大
の
お
い
な
り
さ

ん
が
あ
っ
た
。
京
都
市
内
の
店
に
も
置
い
て
あ
り
、
美
味
し
く
て
飛
ぶ
よ
う
に
売

れ
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。
福
岡
市
で
は
津
野
の
米
を
使
っ
た
お
こ
し
が
ナ
ン
バ
ー

１
と
い
う
こ
と
で
、
歓
遊
舎
ひ
こ
さ
ん
で
も
好
評
を
博
し
て
い
る
。
▼
１
月
半
ば

に
県
議
会
議
員
の
先
生
が
、
英
彦
山
の
ス
ス
キ
が
欲
し
い
と
言
う
こ
と
で
英
彦

山
ス
キ
ー
場
跡
に
ご
一
緒
し
た
。
先
生
は
陶
芸
を
や
っ
て
お
り
、
日
展
に
も
入
選

し
て
い
る
。
ス
ス
キ
を
持
ち
帰
り
、
燃
や
し
て
灰
に
し
て
釉ゆ

う
や
く薬

に
す
る
た
め
だ
。

観
光
協
会
の
皆
さ
ん
が
刈
っ
て
く
れ
て
い
た
ス
ス
キ
を
集
め
て
ト
ラ
ッ
ク
に
積
ん

で
帰
っ
た
。
素
晴
ら
し
い
色
が
出
る
そ
う
で
あ
る
。
使
う
と
こ
ろ
は
あ
る
の
だ
な

と
思
っ
た
次
第
で
あ
る
。
▼
福
岡
市
東
区
奈
多
在
住
で
お
土
産
と
言
っ
て
ワ
カ
メ

や
サ
ザ
エ
、ナ
マ
コ
な
ど
海
産
物
を
頂
い
た
。
お
返
し
に
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、

農
業
委
員
を
さ
れ
て
い
る
野
田
の
方
か
ら
猪
肉
と
ミ
カ
ン
を
頂
い
た
の
で
、
そ
れ

を
土
産
に
渡
し
た
。
大
変
喜
ば
れ
た
。
身
近
に
お
土
産
は
あ
る
も
の
だ
。

　町内の自然やイベントをテーマにした添田町フォ
トコンテスト。今回は、特選２点・秀作10点・入選
15点の入賞作品が決定しましたので、ご紹介します。

ォォォ
選選選選選選選選選選選選選選
すすすすすすすすす。。。。。。。。

◉特選（イベント部門）／英彦山参道を走る（撮影地・英彦山参道）生田　守さん（北九州市）

◉秀作／ 10 点【風景部門】▶河野勉（北九州市）▶
井上修（北九州市）▶千田一弘（添田町）▶八丁学（行
橋市）▶小川広子（北九州市）【イベント部門】▶石
村國男（宗像市）▶熊﨑芳彦（川崎町）▶高瀬重信（大
野城市）▶熊﨑泰文（川崎町）▶葉石美和子（北九州市）
◉入選／ 15 点【風景部門】▶前谷慎治（福智町）▶
沖永豊子（北九州市）▶迎一恵（北九州市）▶三浦誠（北
九州市）▶俵直之（田川市）▶福森和子（北九州市）

▶筒井篤孝（北九州市）【イベント部門】▶黒水律子
（北九州市）▶遠藤晴世（北九州市）▶田代直彦（直
方市）▶宿里繁人（嘉麻市）▶入江千鶴子（北九州市）
▶末廣周三（福岡市）▶野北泰司（添田町）▶今石
貞夫（北九州市）／順不同・敬称略　
※入賞作品は、英彦山スロープカー花駅内のオープ
ンギャラリーで展示しています。町ホームページに
も掲載していますので、ぜひご覧ください。

町町町町町町内の内内の内のの内の自自自然自然自然然然然やイややイイや ベンベンベベンベンベンントをトをトをトをトをトをトをををトをををトトををトをテテテテテテテテテテテテテ ににににににににににににににににしししししたしししたしたたたたたししたしし 添添添添田添田添田添田添田田添田添田町町町町町町フ町フフ

◉特
◉特選 （風景部門） ／紅葉銀座（

撮影地・豊前坊
）

木下　武さん（川
崎町）

平
成
28
年
２
月
号

2016

そ
え
だ

広報

２
2019

平
成
31
年
２
月
号

第23回 添田町フォトコンテスト
　　　　　　　　　入賞作品決定
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